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　日本の代表的な農耕地土壌を2回に分けて紹介します。2回目は、平野（沖積平野）や旧湖沼に分布し、水田や畑
として利用されている低地土（全農耕地のうち48％）と有機質土（4％）です。

（農業環境インベントリーセンター　高田 裕介）

低地土
　低地土とは、河川が運んできた土砂が堆積してできた土壌です。代表的な低地土として、グライ低地土、灰色低地
土、褐色低地土があり、土壌の色の違いなどによって分けられています。土壌の色の違いは土壌中の水分状況に大
きく影響を受けます。グライ低地土（青灰色）は最も湿った低地土、褐色低地土は最も乾いた低地土で、灰色低地土
はその中間に位置付けられます。河川が運んできた土砂には養分が多く含まれ、古くから、低地土は食料を生産す
るのに適した土壌として認識されてきました。

有機質土
　有機質土とは、ヨシやミズゴケなど水辺や湿原でみられる湿性植物の遺体が堆積してできた土壌です。有機質土
は旧湖沼や湿地に分布し、堆積した植物の組織が分解されずに残っている泥炭土と、分解されて残っていない黒
泥土とに分けられます。有機質土には、温室効果ガスである二酸化炭素のもととなる有機物が多量に含まれている
ため、適切な排水管理や有機物施用など環境に配慮した農地管理が重要となります。

　国際土壌年を記念して行われている巡回展「土っ
てなんだろう？」に合わせ、6月14日、私たちは“土の呼
吸（CO2）を測る装置”を車に積み込み、この巡回展を
主催し最初の開催地である、埼玉県立川の博物館（か
わはく）に行ってきました。
　館内には、土のでき方や土の中の生きものなどに
ついて工夫を凝らした説明展示があり、私たちは、そ
の生きものの活動の結果、「土からCO2が出ている」と
いうことを持ち込んだ装置で実演しました。説明後に
質問に来て、土の炭素貯留による温暖化緩和の話を

じっくり聞いていかれる方もいて環境への関心の高さ
がうかがえました。

（物質循環研究領域　大浦 典子、岸本 文紅）

畑の土にチャンバー（箱）をかぶせて、チャンバー内のCO2がだんだ
ん増えていくことを実測

広めよう、かけがえのない土壌の大切さ代表的な日本の農耕地土壌２
低地土と有機質土

国際土壌年特集国際土壌年特集 国際土壌年特集国際土壌年特集

グライ低地土
岡山県玉野市

黒泥土
千葉県東金市

泥炭土
北海道美唄市

灰色低地土
香川県坂出市

褐色低地土
茨城県つくばみらい市

見て、測って、土を考える  in  

　7月29日・30日に、霞が関の中央府省庁で「子ども
霞が関見学デー」が開催されました。農環研は、農林
水産省の農林水産技術会議事務局と生産局が、国際
土壌年にちなんで出展する「土の不思議」に協力し、
光る泥だんご作りや土壌モノリスの展示、土壌生物の
観察、土による水の浄化実験を行いました。泥だんご
作りは事前申し込みが定員をはるかに超える人気と
なり、水の浄化実験にはたくさんの子どもたちが参加
しました。
　農林水産省には、この2日間で全府省庁トップとな
る4787人の来場者があり、アンケートでは「土の不思

議」が農林水産省の企画の中でもっとも満足度の高
い企画となりました。

（広報情報室）

水の浄化実験を体験する子どもたち

子ども霞が関見学デーに協力

　国際土壌年に関連して、つくば市教育指導課から土
壌に関する科学出前レクチャーの要請があり、土壌環
境研究領域の赤羽幾子主任研究員が、茎崎中学校科
学部の生徒を数回にわたって指導しました。レク
チャーで生徒たちは、土壌についての基礎知識を学
び、「光る泥だんご」を題材として、土壌の物理性を調
べる実験をしました。その後、生徒たちはレクチャーか
ら学んだことをもとに、校区周辺で採集した土壌を
使って「光る泥だんごに適した土を探る」というテーマ
で研究を続け、つくば市主催の科学研究作品展で、み
ごと銀賞を獲得しました。

　なお、この取り組みの一環として、10月31日・11月1
日に開催される「つくば科学フェスティバル2015」で
は、農環研と茎崎学園の連携企画「光る泥だんごをつ
くろう！」を出展します。

（広報情報室）

土壌の色を調べる

茎崎中学校で出前授業

かわはく


